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※埋戻土のＣＢＲ試験値については以下のとおりとする。
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注：影響部の幅及び仮復旧時の舗装構成については道路管理者と協議の上、決定する。

道路掘削跡復旧標準構造図（県　道）
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}の位置をしめす。

道路掘削跡復旧標準構造図

      年  月  日

豊 橋 市 上 下 水 道 局

備 考

図 番

Ｈ

６０１

県　　道



影響部

影響部

Bタイプ　（有効幅員＝6.0ｍ超）Ａタイプ　（有効幅員＝6.0ｍ以下）

再生密粒度アスコン

掘削部

2
0
0

5
0

×

ＲＣ－４０

1
0
0

5
0

影響部

ＲＣ－４０2
0
0

掘削部

5
0

5
0

×
○

歴青安定処理

再生密粒度アスコン

掘削部
1
5
0

ＲＣ－４０

砂利道

掘削部

1
5
0

3
0
～
5
0

×
ＲＣ－４０

再生密粒度アスコン

歩　道

1
0
0

5
0

5
0

1
0
0

3
0
～
5
0

の位置をしめす。
×　プライムコート

○　タックコート

凡　　例

}

注：影響部の幅及び仮復旧時の舗装構成については道路管理者と協議の上、決定する。
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注：本表以外のものは事前協議のこと。
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